
17 － 12
19 － 11
15 － 19
17 － 10
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 11 1 4 0 1 ◎ 4 17 4 2 1 3

○ 5 18 0 8 2 4 ○ 5 9 3 0 0 2

6 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0 7 8 0 4 0 2

○ 8 2 0 1 0 3 ○ 8 10 0 3 4 1

9 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 ○ 10 4 0 2 0 2

11 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 ○ 12 4 0 2 0 1

○ 13 27 1 10 4 3 13 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0

15 3 1 0 0 2 15 0 0 0 0 0

○ 16 7 1 2 0 0 16

17 0 0 0 0 0 17

18 0 0 0 0 0 18

68 4 25 6 52 7 13 5

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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記載者 枝　折　康　孝 （所属） 山口県高体連バスケットボール部

王者誠英に徳山商工がどう食い下がっていくかが楽しみな戦い。１Q両者マンツーマンでスタート徳山商＃5
の3Pで始まる。誠英＃13の1on1を中心に攻める。対する徳山商工は5アウトのミートからの1on1でオフェンス
を展開。残分１、徳商工＃5の3Pが決まり17-12と誠英がリードして終了。２Q誠英＃13のジャンプシュートが
止まらない。そのまま突き放すかと思われたが、徳商工がオフェンスの形を変え10点差でついていく。誠英は
インサイドを中心に得点を重ね36-23と誠英リードで前半終了。３Q徳商工ゾーンプレスやマンツーマンなど
チェンジングディフェンスで誠英のリズムを変えようとする。残分４、徳商工＃4の3Pで３点差と追い詰める
がすかさず誠英＃15が3Pを入れ返し６点差に戻す。その後は一進一退の攻防が続いて52-41と誠英リードで終
了。４Q誠英もゾーンプレスからゾーンをひき相手のミスを誘う。残分７、14点差となったところで徳商工タ
イムアウト。その後も誠英は＃5のゴール下、＃13のジャンプシュート等で加点し点差を広げる。徳商工プレ
スをかけるが、誠英は落ち着いてボールを運び、そのまま誠英は68-52と徳商工を引き離して試合終了。誠英
は２年ぶり１６回目の全国選抜大会の切符を手にした。全国大会での活躍を期待したい。
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